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Summary 

This paper assesses也巴 presentstaωs of Japanese horticultura1 therapy as evidenced出rough

articles ∞nceming practical res巴archin several related fields. Such research articles have increased 
gradua11y since the late 1990s.百leobjectiv凶 ofmost researches were with respectω 由eelderly. 

Most of the articles were published in枇leJoumal of the Japanese Society of People-Plant Relation-

ships， with a few in other， m巴dica11yrelated， joumals. Most of出efirst authors belonged to medi・

ca1 fields or agricultura1/horticultura1 fields. Although horticultural出巴rapyis祖 interdisciplinary

field，世lereare only a few collaborativ巴researchesconducted by researchers in various different 

fie1ds. There ar巴 fewresearches conducted by horticultura1世lerapistswho collabora飽dwith re-

searchers in白emedical field or agricultural/horticultural fields.百leseresu1ts suggest the follow-

ing possible lines of deve10pm巴ntfor horticultural therapy and its research ; 1) collaborative re-

searches among interdisciplinary fields， such as medical， agricultural/horticultura1 and welfare agen-

cies should be promoted， 2) the research results should be collected and published for a11ぬ share

across血edifferent field of s印有， and 3) horticulture血巴rapistsshould fmd me姐 sto participate in 

血eseresearches 

Key words : academic joumal， practical research， horticul加re，horticulωra1therapy， medica1 care， 

welfare， horticultura1社lerapist，cooperation 
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はじめに

日本では 1990年代になると園芸療法に対する関心

が急速に高まり，研究会の設立，園芸療法の海外視

察，短期の園芸療法研修など実践的な試みも始まって

園芸療法の啓蒙が進んだ。

Matsuoら (2004)は，日本における園芸療法に関す

る資料を分析し， 11991年から 1995年頃の園芸療法

導入期は，ほとんどが園芸療法の紹介や入門的内容で

あったが，次第に園芸療法の説明的な報告とな

り， 1997年頃から実践発表も掲載され，日本に園芸
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療法が定着しつつあることを示唆しているjと述べて

いる。実際， 1990年代後半には福祉施設や病院で園

芸療法を目指した活動が始まっていた(吉田， 2002; 

登坂， 2002)。
2000年代になると，いくつかの大学・短大や専門

教育を行う学校で園芸療法に関する科目，課程，学科

が開講され，園芸療法に関する資格制度を独自に制定

する団体も現れた(藤原， 2003;兵庫県立淡路景観園

芸学校ホームページ， 2005;全国大学実務教育協会ホ

ームページ， 2005; NPO法人日本園芸療法士協会ホー

ムページ， 2005;日本園芸療法普及協会ホームペー

ジ， 2005)。なかでも 2002年に設立された兵庫県立淡

路景観園芸学校園芸療法課程は，アメリカ園芸療法協



会の履修規準コアカリキュラムを参考としたカリキユ

ラムを編成した。修了時には兵庫県園芸療法士として

認定され，2006年までの4年間で62名の修了生のう

ち半数以上が病院や福祉施設を進路として選択してい

る。また， 2005年には人間・植物関係学会が，園芸

療法に関する学習内容の規準化を図るために“園芸療

法士資格認定制度"を設けた(人間・植物関係学

会， 2005)。
このように，園芸療法の紹介から 10数年を経るな

かで，いくつかの園芸療法の試行にとどまらず，その

教育システムや資格認定システムが作られ，菌芸療法

は定着しつつあるようにみえる。

ところが，園芸療法の実践現場を訪れてみると，園

芸療法の実践者も雇用者側も，園芸療法がどれほどの

成果を期待できるものか具体的裏づけとなる情報を十

分得ているとはいえないし，何が今の園芸療法の課題

であるかを把握できていないのが実情である。

前述のMatsuoら (2004)の指摘のように，現在，園

芸療法が定着しつつあるならば，実践者は増加し，そ

れにともない実践を伴った研究発表も増加しているも

のと考えられる。したがって，それらの資料を分析す

ることによって，現在直面している課題も，その解決

策も，より鮮明に見えてくるのではなかろうか。

そこで，本研究では，園芸療法に関する資料のうち

闇芸療法の実践を伴う研究(以下“実践的研究"とす

る)に着目し，発表件数の推移，対象者，発表者など

について分析を行い，園芸療法の現状と課題を明らか

にすることをねらいとした。

方法

実践的研究についての輯査

園芸療法のとらえ方は研究者や実践者により異なる

場合がある。例えば，松尾(1998)は，園芸療法の実

施者について，専門的訓練を受けた人(園芸療法士)

であるとしている。本調査では，松尾 (1998)の定義

を参考にしながらも，実施者については対象を拡大し

て考え， r医療・福祉関係者，園芸療法研究者，園芸
療法実践者らが，医療や福祉上の働きかけを必要とす

る人々に対して健康や生活の改善などを目標に園芸活

動を行い，症状の変化などについて具体的記載のある

もの」ゃ「園芸療法を目指した活動」など園芸福祉分

野に属する可能性がある発表も園芸療法の実践な研究

とした。活動紹介，都道府県別の事例調査発表などは

除いた。

調査対象メディアは， 1)学会関係誌， 2)書

籍， 3) インターネットホームページとした。まず，

対象とした学会関係誌は，人間・植物関係学会 (2001

~2005 年九日本作業療法学会(1981 ~2005 年)，園

芸学会(1981~2005 年)の学会雑誌と大会発表要旨

または学会雑誌別冊である。 3学会を対象としたのは

次の理由による。(1)人間・植物関係学会は，設立の

ねらいで「人間と植物との関係jというキーワードの

もとに研究成果を収集，統合，分析する旨が記されて

おり，園芸療法の実践的研究が発表されている。 (2)

園芸学会では， r利用部会jで園芸療法に関する報告
が行われている。 (3)日本作業療法学会では，作業療

法のー領域に園芸が含まれ，園芸療法に関する実践的

研究が報告されている。

次に書籍では， r園芸療法を探るJ(松尾， 1998)に
まとめられた園芸療法に関する日本語の資料， r園芸
療法のすすめJ(吉長ら， 1998)， r日本における園芸療
法の実際J(グリーン情報， 2002)， r園芸リハピリテー
ションJ(山根ら， 2003)を対象とした。
最後にインターネットを利用し， GeNii学術コンテ

ンツ・ポータル 国立情報学研究所(キーワード:園

芸，作業，療法，園芸療法，検索文献 1970~2005)， 

メデイカルオンライン(キーワード:園芸，検索文献

1953~2005) ， JDream (キーワード:園芸，検索文献

1997~2005) で検索した。

学会誌，書籍などを通して，同一施設の発表が複数

回登場しでも，内容が同じ場合は，学会に発表された

時点を数えて1件とした。また，学会における口頭発

表後，同年に詳細が論文発表された場合は，論文が掲

載された学会誌等で l件とした。何年か後に論文化さ

れたものはなかった。タイトルに園芸療法と記載され

ていなくとも，前述「医療・福祉関係者，……症状の

変化なと寺について具体的記載のあるもの」の基準を満

たしているものは実践的な研究に含めた。

調査内容は，発表件数，対象者，発表者の所属分野

などである。

また，園芸療法の領域は，園芸，医療，福祉・保

健，生活の分野が接する境界領域であり(松

尾， 2000)，異分野の連携があってはじめてその発展

が期待される。そうした連携の実態を知るため，発表

者の所属機関によって，病院，大学の看護や作業療法

系学部，保健所などを医療分野，大学の農業や園芸系

学部などを農・園芸分野，高齢者や障害者福祉施設を

福祉分野，園芸療法教育カリキュラムを持つ園芸療法

教育機関を園芸療法分野として連携の様子を探った。

結果および考察

1.実践的研究の発表件数の推移

発表は 1998年以降毎年行われ， 2004年には 17件

と一時的に増加した。 2005年12月までの，延べ発表

件数は人間・植物関係学会29件，園芸学会2件，日

本作業療法学会7件，その他(他学会誌，専門誌な

ど)12件，計50件であった(第 l図)。

2004年に発表件数が多いのは，人間・植物学会が
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Fig. 1. The change of practical research articles on horticultural 
therapy. 

第1図.園芸療法に関する実践的研究の発表件数の推移.

Z8本呼吸器管理学会，北海道高齢者問題研究協会，第一回全国
早期痴呆研究会誌可 J.Natl.lnst.PublicHealth唱アレルギーの臨
床，専修大学北海道短期大学環境科学研究所報告， Quality 
Nursing，日本ガーデンデザイン専門学校報告書， IRYO，老年
精神医学雑誌，アレルギー，日本精神科看護学会誌.

第8回国際人間・植物学会シンポジウムと合わせて行

われ，通常の口頭発表のほかにポスター発表が加わ

り，発表経験がないものにとっても発表しやすい状況

が作られたことや，会議のねらいが園芸療法を中心課

題としている関係者にとって発表が容易であったこと

によるものであろう。また，このことは通常の学会で

発表しない潜在的な実践研究者が存在していることを

示唆している。

実践的研究の発表件数は年により増減の変動はある

ものの増加傾向にあり，園芸療法の実践的研究への関

心は高まっているといえよう。

2.実践的研究の対象者

福祉施設，医療施設における園芸の実態調査結果

(松尾， 2005)によると，全層では少なくとも，高齢

者福祉施設でおよそ2，∞0箇所，知的障害者福祉施設

1，300箇所，身体障害者福祉施設300箇所，精神障害

者福祉施設 180箇所で園芸活動が行われている。

では，実践的研究の対象者はどうなっているのだろ

うか。対象者別の発表件数をみると，高齢者が29件

で全体の 58%ともっとも多く，精神障害者 8件

(16%) ，知的障害者7件(14%)，身体障害者O件，

その他6件であった(第2図)。

高齢者を対象とした実践的研究が多い背景には，高

齢者対象の福祉施設が精神や知的障害者などを対象と

した施設に比べて圧倒的に多く，実証研究の場として

連携しやすいことも一因であろう。また， 1994年か

ら日本が人口総数の中で 65歳以上の人の占める割合

が14%を超えて国連が定める“高齢社会"に入り，
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Fig. 2. The rate of practical research articles depending on the 

o同ectives(1998・2005).
第2図.対象者別にみた実践的研究の発表件数の割合 (1998-
2005). 

高齢者ケアの分野でも園芸をアクティピテイケア(生

活活性化のための支援)のひとつとして導入しようと

いう動きがみられるようになってきたこと(安

打1，1999) も見逃せない。

日本の園芸療法の実践的研究では，高齢者を対象と

した研究が多く，精神・知的・身体障害者対象の発表

は少ない。また，少数ではあるが，小児気管支端息患

者，呼吸器疾患患者，情緒障害児，不登校中学生に対

する発表もあり，園芸療法の研究対象は高齢者や障害

者だけではないこともわかった。

3.発表者の所属機関から見た専門分野及び異分野と

の連携

3-1)筆頭発表者の専門分野

筆頭発表者は園芸療法の実践や研究を中心的に推進

している者が多いと考えられ，どのような分野の人々

が園芸療法の研究や実践を担ってきたのかを知ること

ができる O

全 50件のうち，医療分野の筆頭発表者は 23件

(46%)，農・園芸分野では 18件(36%)で計41件(82%)

とこの2分野で大部分を占めていた(第1表)。

このことから，現在まで園芸療法の実践的研究は，

主に医療，農・園芸分野に所属する者が行ってきたこ

とがわかる。

3-2)発表学会と筆頭発表者の専門分野

発表者の多くは，元来医療，農・園芸，福祉などの

分野で活躍しており，何らかの関連学会に所属してい

ると考えられる。彼らは，どのような場で園芸療法の

実践的研究を発表しているのだろうか。

人間・植物関係学会では，農・園芸分野の発表が多

いものの，医療，福祉，園芸療法分野からも幅広く発

表が行われており，学会設立の趣旨が反映されている

といえよう(第l表)。

園芸学会では，農・園芸分野の発表があるが，その

数は2件と少なかった。日本作業療法学会における発

表は，医療分野，福祉分野に所属する作業療法士によ



Table 1. The belonged fields and presented societies of first 9 

authors through articles on practical research. 

第1表.実践的研究の発表における筆頭発表者の所属分野と発 8 
表学会.

且 IWI.... 

発表学会 所属分野 医療y 一一 福祉w 幽冨
園芸x 療法

人間・植物関係学会 7 

園芸学会

日本作業療法学会 6 

10 

14 

2 

2 その他z

計 23 18 

2 4 

3 4 

イ也

2 

2 

Z 日本呼吸器管理学会，北海道高齢者問題研究協会，第一回全
国早期痴呆研究会誌苛 J.Natl. Inst. Public Health，アレルギー
の臨床，専修大学北海道短期大学環境科学研究所報告， Qual-
ity Nursing. 日本ガーデンデザイン専門学校報告書， IRYO. 
老年精神医学雑誌，アレルギー，日本精神科看護学会誌.
Y病院，大学医学系学部，保健所.
x大学農業・園芸系学部.
w高齢者福祉施設.

るものである。作業療法士による発表はこの学会に集

中していた。

その他のうち，医療分野からの発表は 10件で，そ

の内訳は医療系学会(日本呼吸器管理学会，第一回全

国早期痴呆研究会誌，日本精神科看護学会)や医療系

専門誌など(アレルギー，アレルギーの臨床，北海道

高齢者問題研究会.IRYO， J. Natl.Inst. Public Hea1th， 

Quality Nursing. 日本ガーデンデザイン専門学校報告

書)で、あった。農・園芸分野は2件あり，内訳は，大

学研究所報告と老年精神医学雑誌であった。

以上のように，園芸療法の成果に関する情報は，毎

年いくつかの学会や多様な専門誌などに発表されてい

る。しかし，こうした情報は，少数かつ単発的である

がゆえに園芸療法の実践現場にはなかなか伝わらず，

実践に反映されにくい。これからは，研究成果に関す

る情報が速やかに収集され，研究者のみならず，園芸

療法実践者やその雇用者に向けて発信されるようなし

くみを構築することが望まれる。

3-3)医療，農・園芸，福祉など異分野の連携

医療，農・園芸，福祉などの連携の実態を知るた

め，筆頭発表者，共同発表者の専門分野を調査した。

単独発表は 5件で，残りの 45件には共同発表者が

いた。

筆頭発表者が医療分野である発表23件のうち，共

同発表に農・園芸分野を含む発表(医療と農・園芸の

連携)は l件 (4%).福祉分野を含む発表(医療と福

祉の連携)は3件(13%)であった。

筆頭発表者が医療分野である場合，医師・看護師・

作業療法士などの医療関係者と共同で閏芸療法を実施

した発表が多く，農・園芸や福祉分野との連携は少な

かった。
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Fig. 3. The change of cooperation between medical， agricultural 
-horticultural， welfare， horticultural therapy field through 

practical research articles 
第3図.実践的研究の発表件数からみた医療，農・園芸，福
祉，園芸療法分野の連携の推移.

筆頭発表者が農・園芸分野である発表 18件のう

ち，共同発表者に医療分野を含む発表(農・園芸と医

療の連携)は 5件 (28%).福祉分野を含む発表

(農・園芸と福祉の連携)は 11件 (61%)であった。

闇芸療法は学際領域であるといわれるが，その実態

をみると，農・園芸と福祉分野の連携は比較的多い

が，医療と福祉分野の連携や医療と農・園芸分野の連

携は少なかった。

しかし，医療，農・園芸，福祉などの連携を年次ご

とにみると連携の状況に変化が起こりつつある。 1998

年から 2002年まで連携件数は 2件以下であった

が.2003年以降やや増加している。農・園芸と園芸

療法，福祉と園芸療法の連携も 2004年.2005年に見

られる(第3図)。こうした状況は，研究における連

携の重要性が理解されてきたためであろう。

3-4)複数回発表者

継続的に発表を続けるものが多いことは，園芸療法

の研究が地道に続けられていることを示すだけでな

く，研究成果が蓄積されていく可能性が高いことを意

味する。

1998年から2∞5年までに，筆頭発表者として発表
した人34名のうち複数回発表者は6人(18%)で

あった。複数回発表者があまり多くない理由として，

園芸療法研究の歴史が浅く園芸療法の研究を続ける者

が少ないこと，医療や農・園芸分野の発表者が園芸療

法のみを専門に行っているとは限らず園芸療法の臨床

データ収集が容易で、はないことなどが考えられる。今
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後，臨床で園芸療法を実践する園芸療法士との連携な

どが増えれば，得られる臨床データも増え，継続的調

査研究の増加や複数回発表者の増加につながり，成果

の蓄積がさらに期待できょう。

シ5)園芸療法士のかかわり

現在の日本には，アメリカ園芸療法協会認定園芸療

法士，兵庫県認定囲芸療法士，学会，いくつかの間体

などから認定された園芸療法士が少数ながらも混在し

ている。こうしたなかから臨床現場に入り，園芸療法

を通して対象者と向き合う園芸療法士が研究に関われ

ば，より実践的で有効な成果を得られるであろう。現

在，園芸療法士は発表にどれくらい関わっているので

あろうか。

これまでのところ，園芸療法士が関わった実践的研

究の発表は3件で，アメリカ園芸療法協会認定園芸療

法士2件，兵庫県園芸療法士l件であった。これに

は， 1)園芸療法士自体が少ないこと， 2)学校などで

養成された園芸療法士が臨床現場に入るようになって

から数年しか経ておらず実践経験を積んでいる段階で

あると考えられること， 3)園芸療法士認定の基準は

団体により異なり，園芸療法士を名乗っても学習内容

や実習経験によっては臨床現場に入るとは限らないこ

と，などが関係しているのであろう。

今後は，臨床現場で対象者と関わることができる園

芸療法士，疾病や障害を総合的にとらえる医師・看護

士・作業療法士などの医療分野，植物栽培の知識や技

術，園芸の効用についての知識や経験をもとに効果的

な園芸プログラムを検討する農・園芸分野，生活や健

康の維持・改善といった視点から対象者をとらえる福

祉分野などの一層の連携が実践にも研究にも求められ

よう。

おわりに

現在，園芸療法の実践的研究増加からも，こうした

研究への関心は高まっているといえよう。だが，これだ

けで園芸療法は「定着しつつあるJといえるだろうか。
園芸療法が「定着」へ向かうためには，1.啓蒙推

進:市民レベルで園芸の効用や園芸療法の成果に関す

る理解の拡大， 2.実践推進:1)聞芸療法士など実践

者に対する雇用ニーズの拡大 2)園芸療法士など閏

芸療法実践者の増大， 3.研究推進:1)日本における

園芸療法理論の体系化 2)理論の実証や成果の蓄積

につながる研究発表の増加， 4.人材養成:1)臨床現

場で園芸療法を行えるだけの教育基準・教育内容の確

立 2)園芸療法実践者をフォローアップしていくよ

うな教育システムの確立，などが求められるのではな

いか。

日本の園芸療法を実践的研究からみると， 1)発表

が増加しつつあるといっても 2004，2005年に 10件を
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超えたにすぎず，研究成果に関する情報が少な

い， 2)異分野聞の連携が少ないため，研究結果に対

してそれぞれの専門的立場からの考察が少なく，課題

や問題点が十分に議論されていない可能性があ

る， 3)研究発表者は医療現場や大学の医師，看護

士，作業療法士，あるいは農・園芸系の大学関係者が

中心であり，園芸療法の定着にともなって主流となる

べき園芸療法士の実践発表が少ない，といった状況で

ある。前述の園芸療法が「定着jへ向かう要件と照ら

してみると，啓蒙，実践，研究，人材養成どれもまだ

十分とはいえないことがみえてくる。

これらは日本の園芸療法が直面する課題である。解

決する方策として，1)の成果に関する情報が少ない

点については，多岐にわたり発表されている研究情報

を収集する機関や，成果に関する情報を共有する場や

集められた成果の発信が必要ではないか。これによ

り，実践者もスキルアップを図りながら園芸療法の効

果を広く浸透させ，園芸療法の成果に対する理解もよ

り広まるであろう。 2)の異分野間の連携が少ない点

については，園芸療法実践者や研究者の情報を検索で

きるデータベースなどがあれば研究の連携もとりやす

く有効な手段となろう。 3)の研究発表にかかわる園

芸療法士が少ない点については，園芸療法士養成校や

養成機関などが，臨床現場で活躍できるだけのカリ

キユラムを確立していくとともに，現場に就いた園芸

療法士に対して学会等における症例発表などの奨励や

研究発表に向けた具体的指導が必要となろう。同時

に，圏芸療法士の就業施設においても研究発表や異分

野との連携に関する支援などが求められるであろう。

摘要

園芸療法の実践的研究の発表から日本の園芸療法の

現状を探った。発表は 1990年代末から徐々に増加傾

向にある。研究対象では高齢者が多く，知的・精神・

身体障害者を対象とした発表は少ない。発表は，人

間・植物関係学会のほかに，いくつかの医療系学会や

医療系専門誌などに行われている。筆頭発表者は，医

療，農・園芸分野に所属するものが多い。園芸療法は

学際領域といわれながら，異分野間の連携研究は少な

い。園芸療法士が関わった発表もまだ少ない。

日本で園芸療法が定着に向かうためには，研究者や

研究成果に関する情報の収集・発信，異分野間の連携

強化，園芸療法士の教育レベルの向上と研究参加の奨

励，園芸療法理論の体系化などが必要であろう。
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